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原
子
力
発
電
に
お
け
る
環
境
負
荷
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
日
本
大
震
災
を
端
緒
に
、
国
民
の
多
く
は
脱
原
発
を
求
め
て
い
る
。
海
外
に
目
を
転
じ
て
も
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
、
ベ

ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
、
脱
原
発
に
舵
を
切
っ
て
い
る
国
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ
う
し
た
流
れ
と
連
関

し
て
、
世
界
的
に
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

我
が
国
に
於
い
て
も
、
世
論
は
強
い
脱
原
発
へ
の
支
持
が
あ
り
、
共
同
通
信
一
月
十
五
日
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
原
発
の
即
時

停
止
に
賛
成
が
四
十
九
％
、
反
対
が
四
十
二
％
。
朝
日
新
聞
二
月
二
十
日
で
は
、
原
発
再
稼
働
に
反
対
六
十
一
％
、
賛
成
二
十

七
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
二
月
二
十
四
日
の
日
本
世
論
調
査
会
に
よ
れ
ば
、
「
段
階
的
に
減
ら
し
て
将
来
的
に
ゼ
ロ
」
が
六

十
四
％
、
十
一
％
が
「
い
ま
す
ぐ
ゼ
ロ
」
と
答
え
七
十
五
％
が
原
発
の
な
い
社
会
を
求
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
世
界
の
潮
流
や
、
日
本
の
実
態
を
鑑
み
る
と
き
、
原
発
ゼ
ロ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
面
展
開
に
大
き
く
舵
を
切
る

べ
き
時
が
来
て
い
る
と
認
識
す
る
が
、
一
方
で
、
原
子
力
発
電
こ
そ
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
核

反
応
に
よ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
元
に
し
た
発
電
時
に
は
Ｃ
Ｏ
�
を
出
さ
な
い
も
の
の
、
総
体
と
し
て
見
る
と
き
、
果
た
し
て
実

態
は
ど
う
で
あ
る
の
か
。
以
下
質
問
す
る
。

一

原
発
は
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
�
を
出
さ
ず
と
も
、
発
電
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
が
必
要
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
鉄
の
巨

一



大
な
塊
の
原
発
を
建
設
す
る
際
や
、
燃
料
の
ウ
ラ
ン
の
採
掘
・
製
錬
・
濃
縮
・
加
工
の
工
程
ご
と
に
多
く
の
資
材
や
、
化
石

燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
膨
大
な
Ｃ
Ｏ
�
を
出
し
て
い
る
。

具
体
的
に
、
原
子
力
発
電
所
を
建
設
す
る
時
に
必
要
と
な
る
資
材
の
製
造
や
、
建
設
時
に
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

み
出
す
た
め
に
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
�
は
ど
う
計
算
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
根
拠
と
数
量
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

同
じ
よ
う
に
、
ウ
ラ
ン
の
採
掘
、
製
錬
、
濃
縮
、
加
工
、
運
搬
に
お
い
て
必
要
と
な
る
資
材
や
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
に
対
し

て
必
要
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
Ｃ
Ｏ
�
排
出
量
と
な
る
の
か
。
そ
の
根
拠
と
数
量
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

ま
た
使
用
済
み
核
燃
料
の
処
理
、
原
発
の
保
守
点
検
、
放
射
性
物
質
管
理
や
、
停
止
中
の
原
発
で
あ
っ
て
も
核
燃
料
の
冷

却
、
維
持
・
管
理
の
た
め
に
、
大
量
の
電
力
を
消
費
し
Ｃ
Ｏ
�
を
放
出
し
て
い
る
と
認
識
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
Ｃ
Ｏ
�
排
出

量
は
ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
根
拠
と
数
量
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

原
子
炉
内
で
発
生
し
た
熱
の
う
ち
、
電
気
に
変
え
ら
れ
る
の
は
お
よ
そ
三
分
の
一
で
、
残
り
の
三
分
の
二
は
海
に
捨
て
ら

れ
る
。
原
発
は
一
秒
当
た
り
お
よ
そ
七
十
ト
ン
の
海
水
を
汲
み
上
げ
、
そ
の
温
度
を
七
度
上
げ
て
海
に
戻
し
、
地
球
温
暖
化

を
直
接
促
進
し
て
い
る
、
と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
政
府
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
そ
の
こ
と

二



が
環
境
に
ど
う
負
荷
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

ト
ー
タ
ル
で
見
る
と
き
、
原
子
力
発
電
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
え
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
仮
に
福
島
の
よ
う
な
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
環
境
へ
の
負
荷
は
人
智
を
超
え
る
こ
と
は
言
う
に
及
ば
ず
、
平
常
時
に

お
い
て
さ
え
、
原
子
力
発
電
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
大
き
な
環
境
負
荷
と
な
る
、
と
い
う
面
か
ら
、
一
刻
も
早
く
全
て
の
原

発
廃
炉
を
実
現
し
、
環
境
汚
染
を
回
避
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
必
要
な
電
源
を
確
保
し
、
同
時
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
を
抑
止
す
る
と
い
う
取
り
組
み
を
、
他
国
の
事
例
も
参
考
に
実
行
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


